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            第 86 号 

（１） 

５月中旬には 30℃を超えるなど、今年の夏も異常高

温が心配されます。社会の動きも、ますます不安材料が

増えつつあります。そんな中、2024 年８月に、本部と

事業所「なの花」を移転してから１年 9 カ月。スタッフ

も利用者も新しい環境に慣れ、新規の利用者さんも増

え、日々様々な作業や取り組みをがんばっています。私

たちは、知恵と創意と協同の力で、困難な時代を乗り切

って行きたいと思います。 
 
①なの花の利用者さんが手伝い運営している「なの花食

堂」は、少しずつ地域に根ざしてきています。地域や

学校に「案内のちらし」を配布するなどして、参加者

も少しずつ増え 15 回目を迎えました。前回の「玉手

箱」の歌のつどいには、14 才～93 才までの方が集ま

り、「初めてです」という方が９人も来てくれました。

少しずつこの輪を広げていきたいものです。 
 
②「不登校」は、小・中・高校生を含めると、今や全国

で 42 万人とも言われ大きな社会問題になっていま

す。今年１月早々に、「不登校とひきこもり」の経験を

もつ若ものが、講演を引き受けてくださいました。当

日は、83 名の方が参加され、インタビュー形式で進

め、講演後もまだまだ話を聞きたいと長い列ができる

ほどでした。用意しておいた豚汁や温かいご飯は、人

気でした。 
 
③職員の勤務労働条件に関して、社会労務士さんと雇用

契約を結び、法人の「就労規定」などの見直しとキャ

リアアップ助成金の申請などを行いました。経験年数

や資格なども給与に反映しました。処遇改善手当の支

給方法を見直し、次世代の担い手に配慮しつつ、法人

を支え活躍している方たちにも給与が増えるように、

令和８年度 役員紹介 

編集後記  私は、『青木先生を偲んで（寄稿文集）』の編集にあたり、皆様から寄

せられた青木先生への寄稿文に目を通してみました。発達障がいや引きこもり、不登校

等の悩みを抱えている当事者やそのご家族の皆さまを温かく包み込み、真摯に向き合い、

寄り添って、話を聞き、共感し受け止め、そして適切なアドバイスをされる。この青木先

生の行ってこられた相談活動により、さまざまな人達を大勢、助けてこられたんだなと

知りました。また富田林小学校で、障がい児教育に尽力された青木先生。皆さまから寄せ

られた寄稿文を読んでいると、青木先生の優しく温かな人柄が溢れんばかりに伝わって

きました。私は、青木先生と直接お会いしたことがないのですが、先生の著書を近々、読

んでみようと思います。こんなにも皆様から感謝され、頼りにされ、惜しまれつつ天国へ

と旅立たれた青木先生。お疲れさまでした。どうか安らかにお眠り下さい。青木先生のご

活躍された軌跡は、今後も語り継がれていくことでしょう。（なの花 メンバーより） 

考えながら進めています。 
 
④事業所「わくわくクラブ」の経営は、利用者減によ

り非常に厳しい状況です。しかしそんな中、支援力

の向上や日々の悩みを相談できるコンサルテーショ

ンを導入しました。（NPO 法人 Pure 種村氏）療育の

内容を充実させていくとともに、新たな利用者を増

やすために、宣伝や広報活動にも力を入れました。 
 
⑤新たに富田林市から、「子どもの学習支援事業」の依

頼があり、2026 年４月から週４回（金剛出張所２

回・きらめき創造館２回）、支援員７人・学生サポー

ター６人で始めました。希望者は合計 26 名。初回

には、「おにぎりを作って食べる」イベントにも取り

組みました。 
 
 本年度も、理事・職員が一丸となって、当事者に伴走

しながら頑張っていきたいと思っています。 

理事長 八幡 庄子 

青木先生を偲んで（寄稿文集） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 
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①ニックネーム 

②好きな事・趣味 

③今年の目標 

①はたなかさん 

②JPOP、ミュージックビデオ

収集・鑑賞 

③できるだけたくさんの子ど

もたちと関わって遊ぶ 

①おかべさ～ん 

②ウィンドサーフィン 

③怪我せず健康第一

に頑張りたいと思

います♪ 

①しかたさん 

②テニス、囲碁、競馬 

③健康 

①きょうかさん 

②ＬＩＶＥ、旅行 

③子どもたちが自分らしさを

発揮できる、安心できる場所

を目指し頑張ります！ 

①木村さん、キムシオ 

②だんじり 

嵐・SNOWMAN 推し 

③明るく元気に子どもたちと

関わっていきたいです。 

①藤原さん 

②ドラマ鑑賞、アウトドア 

③わくわくに来るのが楽しい

と思ってもらえるよう頑張り

ます！ 

①まついさん 

②韓国ドラマ鑑賞 

③間食を減らす 

①のむらさん 

②プロレス観戦 

③筋力をつけたい 

①さかぐちさん 

②音楽を聴くこと 

映画鑑賞 

③コンサートも映画も

たくさん行くこと 

①あっちゃん 

②音楽鑑賞 

③ダイエット 

①ほりえさん 

②読書、ドラマの一気見 

③毎日少し運動する 

新学期が始まりました。新しい学年・環境になり、子ど

もたちもドキドキわくわくしているようです。 

 富田林支援学校土曜参観の代休日で、外食と石川の河

川敷のこいのぼりを見に行きました。好きなものを注文

し、みんなで食べると美味しい！！この日はお天気が良

く鯉も“おもしろそうに♪”泳いでいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

なの花作業所では、春から北浜縫製様よりミシンのお仕事をいただき、メン

バーさんとともに取り組んでいます。高級オーダースーツの見本生地を縫い合

わせて一枚の布をつくり、その布がかばんやブックカバーなどの素敵な商品へ

と生まれ変わっていきます。 

北浜縫製様は、素敵な方々とのご縁の中で、毎シーズン破棄されがちな高級

オーダースーツの見本生地に新たな価値を見出され、その想いを全国の作り手

の方々へと紡いでこられました。ひと針ひと針を大切に縫い、形にしていくこ

と。作り手一人ひとりのペースを最優先し、価値あるものを生み出し、世の中

へ伝えていく。その姿勢を大切に、歩みを重ねておられます。 

なの花のメンバーさんが担っているのは、52 枚の布を一枚に仕上げる工程

です。先月、練習用の生地で、男性メンバーさんがミシンと真剣に向き合い、

一枚の布を仕上げてくださいました。その布が終わりの会で披露された際に

は、「わぁ！すごーい！」「ミシンをやってみたい！」という声と笑顔が広がり

ました。現在も、完成に向けて練習を重ねる方、練習用の布を丁寧に切り出し

てくださる方、生地や糸を運んでくださる方など、それぞれの役割の中で取り

組みが続いています。 

なの花メンバー、Ｈさん 

【Note のリンク】 

自分のリズムで働くことと、世界を目指すこと｜卜部小夜子 Sayoko Urabe 

https://share.google/QK9Pj4LKM7RwWLydW 

なの花 
活動報告 

河内長野市に引き続き、富田林市でも今年度学習・生活支援事業を受託しました。 

この事業は、貧困の連鎖を防止するため、生活困窮世帯等の子どもに対する学習支援及び保護者も含

めた生活習慣・育成環境の改善に関する支援を推進することを目的としています。学校の先生 OB の支

援員と大学生のサポーターが支援をする教室型で、きらめき創造館と富田林市役所金剛連絡所の２か所

で、週２回開催します。交流会は、年４回の予定です。 

これからも支援員とサポーターを募集しますので、ご紹介をお願いします。詳しい内容は、次号で紹

介します。 

人と人とのつながりの中で、笑顔や自信が芽吹き、安心や挑戦する力が育まれていくことを、日々実感してい

ます。ぜひ、みなさまも北浜縫製様の商品や想いに触れてみてください。とても手触りのよい生地で、思わずず

っと触っていたくなる、そんな一枚です。（なの花 金岡 京子） 

☆北浜縫製の商品 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

〈本部からのお知らせ〉 

○各種ご相談（要予約） 

○みんなの居場所 

７月 25 日（土） なの花食堂 

「法人本部事務所・なの花事業所」 
〒５８４－００２３  

大阪府富田林市若松町東１丁目２０５－１ 

TEL ０７２１－６９－６６４４ 

FAX ０７２１－６９－６６４５ 

E-mail kowaka-net-osaka@ymail.ne.jp 

公式 HP https://nw-osaka.com/ 

河内長野学習支援 

第２回交流会 

６月４日に今年度２回目の居場所づくり交流会を行いました。前日までは、台風の 

影響もあったので心配しましたが、天気も回復し予定通りじゃがいもの収穫とポテト 

サラダづくりを楽しむことができました。参加者は、小学生２名、中学生３名、高校 

生１名の６名、保護者１名、学生９名、スタッフ８名、合計 24 名でした。 

最初に来てくれたのは、小５Ｒくんと叔母さん。ピーラーでにんじんの皮を剥いて 

くれました。 

そのあと、６月から学習支援を開始したばかりの高校生Ｎさんが、小４の妹と一緒に 

参加。きゅうりの輪切りやハムを切ってもらいました。「家でもお手伝いをしているの？」 

と聞くと、小さな声で「うん」とつぶやき、初めての参加で少し緊張気味の様子でした。作業をしながら学生と食

べ物の好き嫌いの話などをして、会話を楽しんでいました。 

３番目に到着したのは、中３のＳ君でした。一人で電車を乗り換えて百年邑まで来てくれました。手を洗って早

速、熱々の茹でたじゃがいもの皮むきに挑戦してもらいました。キッチンペーパーをぬらして持ちながら、皮を剥

きます。Ｒくんと協力しながら、なんとボウルに３杯分も剥いてくれました。Ｓくんはじゃがいもの収穫でも活躍

し、コンテナ２ケースをスタッフと一緒に運び、たくましく成長した姿を見せてくれました。 

みんなのがんばりで５時 30 分過ぎには食事の用意も終わり、ひとり２枚のトーストパンにポテトサラダやミニ

トマトなどたっぷりの具材を入れていただきました。収穫したじゃがいもを使ったポテトスープも、美味しいと大

人気でした。また学生たちも積極的に輪に加わり、どのテーブルも団らんの時間を楽しんでくれていました。 

感想交流では、苦手だったトマトやニンジンが食べられるようになったなど、みんなで食べることの良さを語る

発言が続きました。 

最後にみんなで片付けをし、掘り立てのじゃがいものお土産を参加者全員がもらって会場を後にしました。初参

加のＮさん姉妹を送った際、車を降りて家に向かう時に妹さんがスキップをしていたのが印象的でした。 

じゃがいもの収穫＆

日頃は、「認定NPO法人 子ども・若もの支

援ネットワークおおさか」にご理解、ご協力い

ただきありがとうございます。引き続き、子ど

もや若ものたちが、イキイキと生活できる活動

拡大のため今後ともご寄附くださいますよう

お願い申し上げます。寄附金控除（所得控除）

をおこなうことが可能です。 

振込用紙を同封させていただいて 

います。 

mailto:kowaka-net-osaka@ymail.ne.jp

